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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
的
に
広
ま

り
出
し
て
か
ら
約
一
年
が
経
過
し
た
。
日
本
で
は
、

政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
や
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
停
止
が
遅
す
ぎ
た
と
の
批
判
が
国
民
の
間

で
根
強
い
よ
う
で
あ
る
。
で
は
、
北
欧
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
コ
ロ
ナ
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
（
総
人
口
約
五
五
〇
万
人
）
の
感

染
の
第
一
波
は
三
月
中
旬
か
ら
五
月
下
旬
に
か
け
て

だ
っ
た
。
政
府
は
三
月
一
八
日
か
ら
、
全
国
一
律
に

学
校
、
公
共
施
設
、
飲
食
店
等
の
閉
鎖
、
一
〇
人
超

の
集
ま
り
や
公
開
イ
ベ
ン
ト
の
禁
止
な
ど
、
国
民
の

行
動
を
制
限
す
る
国
家
規
制
を
行
っ
た
。
こ
れ
が
成

果
を
あ
げ
た
た
め
六
月
に
ほ
と
ん
ど
の
規
制
が
解
除

さ
れ
た
。
し
か
し
、
秋
に
再
び
感
染
者
数
が
増
加
し

て
第
二
波
を
迎
え
、
規
制
が
強
化
さ
れ
た
。
と
く
に

一
一
月
下
旬
以
降
が
深
刻
で
、
新
規
感
染
者
数
が
一

日
で
六
〇
〇
人
を
超
す
日
が
あ
っ
た
。
一
二
月
も
一

週
間
当
た
り
の
新
規
感
染
者
数
が
三
千
人
を
超
過
し

た
。
現
在
（
二
月
中
旬
）
は
少
し
抑
え
ら
れ
て
き
て

い
る
け
れ
ど
も
油
断
は
で
き
な
い
。

　

で
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
か
か
わ
る
政
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
は
三
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
つ
ま

り
、
ほ
ぼ
毎
月
の
よ
う
に
補
正
予
算
が
組
ま
れ
た
こ

と
、
第
二
波
の
感
染
防
止
策
が
飲
食
店
対
策
に
集
中

す
る
と
と
も
に
対
策
に
地
域
実
情
を
考
慮
し
た
こ
と
、

政
策
が
遅
き
に
失
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
早
い
段

階
で
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
第
七
次
ま
で
補
正
予
算
が
つ

く
ら
れ
た
。
補
正
予
算
の
総
額
は
二
〇
二
〇
年
度
当

初
予
算
額
の
約
二
割
だ
っ
た
。
補
正
予
算
で
は
保
健

医
療
対
策
、
自
治
体
や
事
業
主
、
企
業
、
個
人
へ
の

支
援
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

と
国
家
規
制
に
関
連
し
て
緊
急
に
必
要
な
も
の
が
中

心
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
第
四
次
補
正
予
算
で
は
、
鉄

道
や
市
電
な
ど
の
拡
充
、
道
路
の
大
規
模
修
繕
、
高

速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
増
設
な
ど
の
輸
送

強
化
策
や
、
安
価
な
住
居
を
国
民
に
提
供
す
る
住
宅

政
策
の
推
進
な
ど
、
雇
用
創
出
と
数
年
先
の
国
民
生

活
や
企
業
活
動
を
展
望
し
た
も
の
が
出
て
き
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
日
本
の
補
正
予
算
で
行
わ
れ
た

よ
う
な
バ
ラ
マ
キ
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

第
一
波
の
時
に
は
、
学
校
や
公
共
施
設
の
閉
鎖
、

公
開
イ
ベ
ン
ト
の
禁
止
、
飲
食
店
の
休
業
措
置
な
ど

の
全
国
一
律
の
規
制
、
感
染
が
進
ん
だ
特
定
地
域
へ

の
移
動
制
限
な
ど
、
様
々
な
規
制
の
網
が
か
け
ら
れ

た
。
そ
れ
が
第
一
波
の
早
期
収
束
に
役
立
っ
た
が
、

学
校
の
休
校
や
全
国
一
律
の
規
制
が
良
か
っ
た
の
か

な
ど
課
題
が
残
っ
た
。
そ
こ
で
、
第
二
波
時
に
は
飲

食
店
に
絞
っ
た
規
制
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
、
感
染

が
進
ん
で
い
る
地
域
で
は
閉
店
時
間
、
ア
ル
コ
ー
ル

提
供
時
間
、
客
数
制
限
の
規
制
が
行
わ
れ
た
が
、
感

染
が
進
ん
で
い
な
い
地
域
の
飲
食
店
の
規
制
は
緩
や

か
だ
っ
た
。
ま
た
、
飲
食
店
を
一
括
り
に
せ
ず
、
ア

ル
コ
ー
ル
を
主
に
提
供
す
る
店
（
バ
ー
、
ナ
イ
ト
ク

ラ
ブ
な
ど
）
と
そ
う
で
な
い
店
（
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ

フ
ェ
な
ど
）
に
分
け
、
閉
店
時
間
や
客
数
制
限
な
ど

で
違
い
が
示
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
一
一
月
下
旬
か
ら

は
、
感
染
急
増
地
域
に
お
い
て
飲
食
店
へ
の
規
制
の

強
化
に
加
え
、
公
共
施
設
の
閉
鎖
、
一
〇
人
超
の
集

ま
り
の
禁
止
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
政
策
が
早
め
に
打
ち
出
さ
れ
た
。
例
え

ば
、
北
部
の
ラ
ッ
ピ
地
域
は
感
染
が
進
ん
で
い
る
わ

け
で
は
な
か
っ
た
が
、
観
光
地
の
た
め
一
月
、
二
月

の
観
光
客
の
増
加
が
予
想
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
ラ
ッ

ピ
地
域
で
は
一
二
月
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
提
供
時
間
や

客
数
制
限
な
ど
の
飲
食
店
規
制
が
強
化
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
政
策
か
ら
私
た
ち
が
学
ぶ
点
は

多
い
と
思
わ
れ
る
。
状
況
を
適
切
に
判
断
し
て
対
策

を
早
め
に
打
ち
出
し
て
い
る
、
補
正
予
算
を
七
回
つ

く
っ
て
個
人
、
企
業
、
保
健
医
療
関
係
者
、
自
治
体

な
ど
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
よ
う
と
し
て
い
る
、

飲
食
店
へ
の
規
制
を
重
視
し
て
い
る
、
必
要
な
場
合

は
躊
躇
な
く
国
民
の
行
動
を
制
限
す
る
国
家
規
制
を

行
っ
て
い
る
、
国
家
規
制
は
民
主
主
義
的
な
手
続
き

を
踏
ん
で
行
わ
れ
て
い
る
、
国
民
の
政
府
へ
の
信
頼

が
高
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
国
債
収
入
に
依
存
し
な
が
ら

多
岐
に
わ
た
る
補
正
予
算
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
背
景

に
は
一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
今
日
ま
で
、
ほ
ぼ
緊

縮
財
政
を
維
持
し
て
き
た
た
め
国
財
政
が
比
較
的
良

好
だ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
は

い
っ
て
も
、
時
期
が
来
た
な
ら
ば
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
は
増
税
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
政
府
か
ら
国
民
に
強
く
投
げ
か
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
ろ
う
。
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